
アンナ‐マリア　ウィルヤネン氏　Anna-Maria Wiljanen, Ph.D.

2018年よりフィンランドセンター（日本）所長。ヘルシンキ大学で美術史博士号を取得。
政治・経済学で修士号。ビジネス界でも活躍した経歴を持つ。
フィンランド商工会議所理事および同副代表、Eunic Japan会長、ディドリッシュセン芸
術基金理事会会長などを歴任。その研究関心は19世紀以降のヨーロッパ芸術、社会的ネッ
トワーク、女性芸術家、女性のエンパワメントなど多岐にわたる。

“Energetic Finnish Women for Well-being and Sustainable Future”

宮城学院女子大学附属キリスト教文化研究所　2022年度国際シンポジウム

ジェンダー平等と持続可能な未来

◆日　時：2022年5月26日（木）　
　　　　　　　　　16時20分－18時20分
◆場　所:宮城学院女子大学　講義館　C201

◆定　員：入場無料100名  ※要事前申込。定員になり次第申込締切ます。
　　　　　　　ZOOM参加【100名】も受け付けております。

◆申し込み方法：
　テーマに興味を持たれた方は、どなたでも参加できます。　テーマに興味を持たれた方は、どなたでも参加できます。
　参加をご希望の方は、 QRコードを読み込みgoogleフォームより5/23 （月）
　までにお申し込みください。
　新型コロナ感染症の感染状況により、開催形式などに変更がありますことを
　あらかじめご了承ください。
　変更等に関しましては、 申込時に頂いたご連絡先にご連絡いたします。 https://forms.gle/WEFQxfkmsTLzYdbHA

◆問合先：キリスト教文化研究所　電話：０２２－２７７－６２１０
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     E‐mail：kiriken@mgu.ac.jp

◆基調講演

  活躍するフィンランドの女性たち：幸福と持続可能な未来に向けて

企画：宮城学院女子大学　地域子ども学研究センター

主催：宮城学院女子大学附属キリスト教文化研究所，

共催：宮城学院女子大学附属発達科学研究所，宮城学院女子大学附属人文社会科学科学研究所

後援：復興庁，The Finnish Institute in Japan，宮城県教育委員会，仙台市教育委員会

　　     日本創造学会

協賛：宮城学院同窓会
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(言語：英語　日本語通訳付き)


